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コミュニティバス実証実験

西部地域で運行開始
えびの市では、市民の移動手段の検討のため、10月から来年9月までの1年間、西部地域（加久藤・真
幸地区）で、コミュニティバス実証実験運行を行います。運行を行うのは、西部地域の4路線（西部線、
東川北線、昌明寺線、西内竪線）です。

　

え
び
の
市
で
は
、
10
月
か
ら
来
年
9
月
ま

で
の
1
年
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実

験
運
行
を
行
い
ま
す
。
実
証
実
験
運
行
を
行

う
の
は
、
え
び
の
駅
を
起
点
と
し
て
、
京
町

温
泉
駅
を
経
由
し
、
え
び
の
駅
に
戻
っ
て
く

る
西
部
線
と
東
川
北
地
区
、
昌
明
寺
地
区
、

西
内
竪
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
の
起
点
と
す
る
３

つ
の
郊
外
線
で
す
。

　

運
行
期
間
は
、
10
月
1
日
か
ら
平
成
26
年

9
月
30
日
の
1
年
間
で
す
。
西
部
線
、
郊
外

線
と
も
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
通
常
の

民
間
バ
ス
路
線
と
同
じ
く
、
決
め
ら
れ
た
バ

ス
停
で
決
め
ら
れ
た
時
間
に
乗
降
で
き
ま

す
。
運
賃
は
西
部
線
、
郊
外
線
と
も
、
ど
こ

で
乗
降
し
て
も
1
回
大
人
２
０
０
円
で
す
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
は
、
１
０
０
円
、
幼
児

1
人
目
は
無
料
で
す
。
料
金
は
、
乗
車
時
に

払
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車
両

は
、
全
路
線
と
も
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
で

す
。
運
行
は
、
市
の
委
託
を
受
け
た
宮
交
タ

ク
シ
ー
（
株
）
が
行
い
ま
す
。

よ
り
利
用
し
や
す
く
改
善
し
ま
し
た

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
12
月
に
市
内
東
部
地

域
（
飯
野
な
ど
）
で
行
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
実
証
実
験
運
行
で
は
、
東
部
線
で
25
人

乗
り
の
バ
ス
を
運
行
さ
せ
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
は
、
平
均
０
・

4
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
実
証
実
験

で
は
、
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
を
運
行
さ
せ

ま
す
。
利
用
料
金
も
平
成
24
年
度
の
実
証
実

験
時
の
一
律
３
０
０
円
（
大
人
）
か
ら
一
律

２
０
０
円
（
大
人
）
へ
と
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
郊
外
線
で
の
実
証

実
験
で
は
、
乗
車
す
る
た
め
に
は
、
前
日
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
運
行

後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
予

約
方
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」「
予
約
が
面

倒
だ
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
予
約
な
し
で
乗
車

で
き
る
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

　

実
証
実
験
の
期
間
も
東
部
線
で
は
3
か
月

間
で
行
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
が
予
想
以
上

に
少
な
い
な
ど
、
十
分
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
西

部
地
域
の
実
証
実
験
は
１
年
間
を
か
け
て
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
証
実
験
運
行
で
は
、
乗
降
者
数

10 月から西部線、郊外線を走るコミュニティバス

バス停は、えびの市旗の色のものです

の
調
査
や
、
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

な
ど
し
て
、
運
行
方
法
、
運
賃
、
運
行
回
数
、

運
行
時
間
、
ル
ー
ト
、
バ
ス
停
の
位
置
な
ど

の
問
題
点
を
抽
出
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
実
験
終
了
後
、
西
部
地
域
で
の

実
証
実
験
の
結
果
と
平
成
24
年
度
に
実
施
し

た
東
部
地
域
で
の
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま

え
、「
え
び
の
市
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持

協
議
会
」
で
検
証
・
検
討
を
行
い
ま
す
。
協

議
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
、
路
線
バ
ス
な
ど
既
存
の

公
共
交
通
機
関
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
証
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
刻
表
や
路
線
図

は
、
14
ペ
ー
ジ
と
15
ペ
ー
ジ
の
間
に
挟
ん
で

あ
り
ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
─
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）　

利用料金（片道、各郊外線一律）
大人 200 円

小学生～高校生 100 円
幼児 無料

利用料金（片道）
大人 200 円

小学生～高校生 100 円
幼児 無料

郊外線西部線

運行事業者

平成 24 年度に行われた実証実験の様子

※幼児 2 人目以降は、100 円 ※幼児 2 人目以降は、100 円

※西部線、郊外線とも、土日、祝日、12 月 30 日～ 1 月
3 日は、運休

宮交タクシー（株）小林営業所　☎ 23-3121

えびの駅を起点として、京町温泉駅を経由し、えび
の駅に戻る循環線です。

【主な経由地】えびの駅、京町温泉駅、真幸出張所、市
国際交流センター、文化センター前、道の駅えびの、え
びの市役所、えびの駅など

路　線
東川北地区を起点とします。

【主な経由地】狩山、牧の原、文化センター前、えびの
市役所、えびの駅など

東川北線

昌明寺地区を起点とします。
【主な経由地】吉田温泉、南岡松公民館、真幸出張所、

下浦自治公民館、亀沢、えびの市老人福祉センターなど

昌明寺線

西内竪地区を起点とします。
【主な経由地】西の野公民館、真幸駅、岡松簡易郵便局、

真幸出張所、えびの市老人福祉センターなど

西内竪線

【運行日】月～金

【運行本数】1 日 6 便（右回り 3 便、左回り 3 便） 【運行本数】1 日 4 便（往路 2 便、復路 2 便）

【運行日】毎週火曜日

【運行日】毎週水曜日

【運行日】毎週木曜日
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園田キクさん／ 102 歳（西上江）

朝留吉雄さん／ 100 歳（飯野麓）

下原フクエさん／ 101 歳（南岡松）

濱邊ヒデさん／ 105 歳（松原）

前原クニさん／ 100 歳（田代）

税所カノさん／ 100 歳（大明司）

堂園ハナノさん／ 101 歳（坂元） 山下キクエさん／ 105 歳（南原田）

東フヂさん／ 100 歳（南岡松）

百
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

9
月
16
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
村
岡
市

長
が
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問
。
祝

詞
と
敬
老
祝
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
今
年
度
中
に
満

１
０
０
歳
に
達
す
る
人
は
、
男
性
1
人
、
女

性
8
人
の
計
9
人
で
す
。
え
び
の
市
在
住
で

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、合
計
で
31
人
で
す
。

市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
20
年

前
は
5
人
で
し
た
。
長
寿
者
は
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　

最
高
齢
者
は
、
女
性
が
１
０
７
歳
の
岡
園

シ
ツ
さ
ん
（
西
川
北
）、
男
性
が
１
０
０
歳

の
北 

森
義
さ
ん
（
東
川
北
）
で
す
。
え
び

の
市
の
高
齢
化
率
は
、
35
・
56
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
（
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
）。

　

市
長
か
ら
祝
詞
を
受
け
た
下
原
フ
ク
エ
さ

ん
（
南
岡
松
）
は
「
朝
か
ら
草
取
り
を
し
て

疲
れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
は
、
草
取

り
は
せ
ん
で
い
い
が
、
と
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
こ
れ
ば
か
り
は
気
に
な
っ
て
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
元
気
で
な
に
よ
り
で
す
。
無
理

せ
ず
、
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

※
写
真
の
年
齢
は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
に

到
達
す
る
満
年
齢
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市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
「
徹
底
し
た

学
力
向
上
」
と
「
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
」
を
目
指
し
、
市
内
全
中
学
校
区
で
一

貫
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
5
年
目
を
迎
え
た
一
貫
教
育
。
市

内
小
中
学
校
と
飯
野
高
校
で
は
、
学
校
間
の

連
携
や
接
続
が
円
滑
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
や
発
達
を
、
よ
り
長
い
期
間
で
と
ら

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
学
力
向
上
、
人
材
育
成
と
も
に
確
か
な

成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
貫
教
育
に
欠
か
せ
な
い
飯
野
高
校

　

市
で
行
っ
て
い
る
一
貫
教
育
は
、
小
学
校

の
6
年
間
と
中
学
校
の
3
年
間
、
高
校
の
3

年
間
を
継
続
す
る
12
年
間
と
し
て
と
ら
え
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
取

り
組
み
で
す
。

　

一
貫
教
育
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
中
学

校
や
高
校
で
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
、
安
定
し
た
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

教
職
員
の
指
導
力
向
上
も
一
貫
教
育
の
目

的
の
一
つ
で
す
。
小
学
校
の
全
教
科
を
く
ま

な
く
扱
う
指
導
方
法
と
教
科
の
専
門
性
を
追

求
す
る
中
学
校
・
高
校
の
指
導
方
法
の
交
流
・

融
合
を
図
る
事
に
よ
り
高
い
指
導
技
術
の
習

得
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

中
学
生
が
早
い
段
階
で
高
校
の
こ
と
を
知

る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

高
校
で
の
体
験
授
業
は
、
自
分
の
夢
の
実
現

の
た
め
に
目
指
す
べ
き
道
を
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
自

分
の
目
標
に
向
け
て
学
習
意
欲
が
向
上
し
た

り
、
進
路
選
択
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
小
中
高
校

を
通
し
た
一
貫
教
育
は
、
え
び
の
市
民
が
飯

野
高
校
を
守
り
育
て
る
こ
と
で
実
現
し
て
い

ま
す
。

成
果
が
表
れ
て
い
る
一
貫
教
育

　

え
び
の
市
内
の
中
学
生
は
、
各
種
学
力
検

査
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
英
語
の
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
貫
教
育
の
成
果

の
一
つ
で
す
。

　

市
で
は
、
一
貫
教
育
の
柱
と
し
て
小
学
校

開
始
か
ら
５
年
、表
れ
て
い
る
成
果

市
内
小
中
学
校
と

飯
野
高
校
の
一
貫
教
育

は
英
会
話
科
、
中
学
校
は
英
語
表
現
科
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
、
中
学
校
の

英
語
科
教
職
員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
小
学
校
の
学
級
担
任
が
チ
ー
ム
を
組

み
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
科
教
職
員
が
チ
ー
ム
を
組
み

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
全

小
学
6
年
生
と
中
学
2
・
3
年
生
で
は
、
児

童
英
検
・
英
検
を
公
費
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
を
経
年
比
較
分
析
し
、
児
童
生
徒

へ
の
学
力
向
上
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

中
高
の
一
貫
教
育
で
は
、
中
学
生
が
飯
野

高
校
教
職
員
に
よ
る
授
業
を
受
け
る
「
集
合

学
習
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
飯
野
高
校
で
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」、
飯
野
小
と
飯
野
中

の
児
童
生
徒
と
飯
野
高
校
生
が
グ
ル
ー
プ
を

組
ん
で
校
門
に
立
つ「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」

な
ど
小
中
高
生
の
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

飯
野
高
校
の
内
田
信
明
校
長
は
、「
飯
野

高
校
の
市
内
小
中
学
校
と
の
交
流
は
、
他
の

県
立
高
校
と
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
飯
野
高
校
生
が
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

後
輩
に
は
、
夢
を
語
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
校
と
し
て
も
プ
ラ
ス
と
な
る
取

り
組
み
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
教
職
員
の
資
質
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
小
中
高
一
貫
教
育
を

通
じ
た
学
力
の
向
上
と
地
域
に
貢
献
す
る
人

材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

中学 2・3 年生が飯野高校に集合し、飯野高校教職員による授業を受ける「集合学習」

飯野小中高では、合同で朝のあいさつ運動を実施
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人事行政の運営状況
　地方公務員法の規定で、地方自治体は、人事行政をどのように運営しているかを公表することが義務付けら
れています。市職員の任免および職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて、市民の皆さんに
お知らせします。

1. 職員の任免および職員数に関する状況
①職員の採用・離職状況（平成 24 年度）

区　　分 一般行政職 税務職 医師・
歯科医師職

薬剤師・
医療技術職

看護・
保健職 福祉職 企業職 技能労務職

その他の
教育職

採用者数 10 人 1 人 1 人 1 人
離職者数 13 人 1 人 1 人

区　　分
職員数 対前年増減数

Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

一
般
行
政
部
門

議　　会 5 5 5 5 5
総　　務 75 71 68 72 74 － 6 － 4 － 3 ＋ 4 ＋ 2
税　　務 19 19 18 17 17 － 3 － 1 － 1
民　　生 23 21 22 21 20 ＋ 1 － 2 ＋ 1 － 1 － 1
衛　　生 27 26 23 22 21 － 1 － 1 － 3 － 1 － 1
農林水産 38 37 37 36 37 － 3 － 1 － 1 ＋ 1
商　　工 ５ 5 5 6 6 ＋ 1
土　　木 25 22 22 23 23 ＋ 3 － 3 ＋ 1
小　　計 217 206 200 202 203 － 9 － 11 － 6 ＋ 2 ＋ 1

特別行政
部門

教　　育 25 24 25 24 22 － 1 － 1 ＋ 1 － 1 － 2
小　　計 25 24 25 24 22 － 1 － 1 ＋ 1 － 1 － 2

公営企業等
会計部門

水　　道 9 9 9 9 9
病　　院 41 39 40 39 40 － 2 ＋ 1 － 1 ＋ 1
そ　の　他 25 25 26 24 24 ＋ 1 － 2
小　　計 75 73 75 72 73 － 2 ＋ 2 － 3 ＋ 1

合　　計 317 303 300 298 298 － 10 － 14 － 3 － 2 ± 0

②職員数の推移状況（各年４月１日現在） （単位：人）

2. 職員の給与の状況
①職員給与費の状況（平成 25 年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）
226 人 867,665 千円 103,829 千円 309,557 千円 1,281,051 千円 5,668 千円

（注）1. 市長、副市長および教育長は除きます。　2. 職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分 えびの市 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

②職員の初任給の状況（平成 25 年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大学卒 41.6 歳 310,500 円
高校卒 42.2 歳 318,700 円

技能労務職 高校卒 49.3 歳 363,100 円

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 25 年４月１日現在）

④一般行政職職員の級別職員数の状況（平成 25 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

主事・主事補
技師・技師補

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
主査 課長補佐 課長

職員数 15 人 19 人 46 人 86 人 34 人 16 人
構成比 6.9　％ 8.8％ 21.3％ 39.8％ 15.8％ 7.4％

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑤主な職員手当の状況（平成 25 年４月１日現在）

手当名 えびの市 国

扶養手当
（月額）

配偶者　　　　　　　　　13,000 円
扶養親族１人につき　　　  6,500 円
扶養親族（配偶者無）
　　　　　　　１人目のみ 11,000 円
特定期間加算

（満 16 歳～満 22 歳）
　　　　　　　１人につき 5,000 円

本市と同じ

住居手当
（月額）

借家・借間（最高限度額：27,000 円）
・家賃 12,001 円以上 23,000 円以下
　家賃額－ 12,000 円を支給

・家賃 23,001 円以上
　（家賃額－ 23,000 円）× 1/2
　＋ 11,000 円を支給

本市と同じ

通勤手当
（月額）

交通機関利用者
　支給限度額 55,000 円 本市と同じ

交通用具利用者
　使用距離に応じて
　3,500 円～ 24,500 円

使用距離に
応じて　　
2,000 円～
24,500 円

期末勤勉
手当

（加算措置）
職制上の段階等による加算措置あり

本市と同じ

退職手当 平成 27 年度まで段階的に支給率の
引き下げを行います

（その他の加算措置）
定年前早期退職特別加算措置
２～ 20％加算

本市と同じ

期末手当 勤勉手当
6 月期 1.225 月 0.675 月

12 月期 1.375 月 0.675 月
計 2.6 月 1.35 月

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度 55.86 月分 55.86 月分

⑥特別職の給料等の状況（平成 25 年４月１日現在）

①勤務時間等の状況

区　　分 給料等月額 期末手当支給割合

給
料

市　長 570,500 円

6 月期　1.45 月
12 月期　1.50 月

計　2.95 月

副市長 526,500 円

報
酬

議　長 357,000 円
副議長 315,000 円
議　員 304,000 円

（注）市長の給料は、特例条例により給料月額の 30％を減額した額です。
（注）市長の給料は、平成 25 年 7 月 1 日から平成 25 年 10 月 11 日まで、副

市長の給料は、平成 25 年 7 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日まで、それぞれ
5% の減額を実施しています。

　国民の祝日と年末年始の期間（12 月 29 日～翌年１月３日ま
で）は、休日として勤務を要しないことになっています。
②休暇等の状況
　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇、組合休暇があります。

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

4. 職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況（平成 24 年度）

②懲戒処分の状況（平成 24 年度）

5. 職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法第 30 条に「全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない」と、服務の根
本基準が定められています。職員は、これらの法令および服
務規程などを遵守し、職務を遂行しています。

6. 職員の研修および勤務成績の評定の状況
　市では、行政課題解決と質のよい行政サービスを提供する
ための職員研修を実施しています。平成 24 年度では、派遣
研修を 145 人、市単独研修を 544 人が受講しています。

7. 職員の福祉および利益の保護の状況
①厚生福利制度
　職員は、職員またはその被扶養者の病気・負傷・出産・死亡・
災害等に関して適切な給付を行うための相互救済を目的とす
る共済制度（宮崎県市町村職員共済組合）に加入しています。
また、互助組織である職員厚生会による体育レクリエーショ
ン事業や生涯学習推進事業などを通じて職員相互の親ぼくを
図り、健康で明るい職場づくりに努めています。

②公務災害補償制度
　職員が、公務上または公務のための通勤途上に、負傷・疾病・
死亡等の災害を受けた場合、地方公務員災害補償基金より一
定の補償が行われます。

③利益保護制度
　職員は、地方公務員法の定めで、給与・勤務時間その他の
勤務条件に関し、公平委員会に対して地方公共団体の当局に
より適当な措置がとられるべきことを要求できます。また、
懲戒処分など、自己に不利益な処分を受けた場合、公平委員
会に対して不服申立てを行うことができます。

■公平委員会の業務の状況報告
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 24 年度に、措置の要求はありませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 24 年度に、不服申立てはありませんでした。

■お問い合わせ先
市総務課人事係
☎ 35-1111（内線 312・315）
※詳しい内容は、市公式ホームページでも、公表していま
す。

〈アドレス〉http://www.city.ebino.lg.jp/

勤務時間の割り振り
始業時間 終業時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 土・日曜日

区分 免職 降任 休職
分限 0 人 0 人 2 人

区分 免職 停職 減給 戒告
懲戒 0 人 0 人 0 人 0 人

※職員の給料については、平成 25 年 7月 1日から平成 26 年 3月 31 日の間、国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、平均 4.8％
の給料減額を実施しています。公表データは、減額前の状況です。
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8
月
30
日
か
ら
、気
象
庁
の「
特

別
警
報
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
特
別
警
報
」
は
、「
警
報
」
の

発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
数

十
年
に
一
度
の
大
災
害
（「
東
日

本
大
震
災
」
や
「
伊
勢
湾
台
風
」

な
ど
）
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
気
象
庁
が
発
表
し
、
対
象

地
域
の
住
民
に
対
し
て
最
大
限
の

警
戒
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

大
災
害
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す

８
月
30
日
か
ら
特
別
警
報
の
運
用
を
開
始

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
多
く
の

人
に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
10
月
21
日（
月
）か
ら

27
日（
日
）ま
で
の
1
週
間
を「
行

政
相
談
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦

情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」、

「
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納
得

が
い
か
な
い
」、「
制
度
や
仕
組
み

が
わ
か
ら
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」な

ど
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　

え
び
の
市
で
は
、
毎
月
第
１
水

曜
日
に
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】毎
月
第
１
水
曜
日

【
時
間
】午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】市
役
所
2
階
2
‐
１
会
議

室【行
政
相
談
委
員
】永
田
萌
子
・
馬

越
脇
泰
二

※
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
無
報
酬
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
公
平
中
立
な
立
場
か

ら
解
決
を
促
進
す
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

【
相
談
料
】無
料

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評

価
事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
同
じ
番

号
で
か
け
ら
れ
る
行
政
１
１
０
番

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
行
政
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
８
６
）

行
政
の
対
応
に
困
っ
た
ら

10
月
21
日
～
27
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検

【
特
別
警
報
は
い
つ
発
表
】

　

大
雨
や
暴
風
な
ど
気
象
に
関
す

る
注
意
報
・
警
報
は
、
気
象
庁
か

ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

左
図
の
よ
う
に
、
特
別
警
報
の

前
に
も
大
雨
な
ど
の
現
象
に
応
じ

て
、
気
象
情
報
や
注
意
報
・
警
報

が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
入
手
を
常
に
心
が

け
、
早
め
早
め
の
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
伝
達
方
法
】

　

特
別
警
報
は
、
市
の
防
災
行
政

無
線
放
送
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て

伝
え
ら
れ
ま
す
。

【
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
】

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
通
学
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
8
月
8
日
と
20
日
、
各
中

学
校
区
で
通
学
路
危
険
箇
所
合
同

点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
、
小
林
土
木
事
務
所
、
え

び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、
市
民

協
働
課
、
市
学
校
教
育
課
、
各
小

中
学
校
の
教
職
員
ら
約
40
人
で
す
。

　

点
検
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
転

落
す
る
恐
れ
の
あ
る
水
路
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
な
い
通
学
路
な
ど
約

30
か
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
登
下
校
時
の

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
関
係
機
関
の

協
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と

で
、
危
険
箇
所
の
情
報
の
共
有
、

改
善
を
行
う
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の

点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
対
応
で
き

る
も
の
か
ら
改
善
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
５
）

行政相談委員の馬越脇泰二さん、永田萌子さん

警察、道路管理者、教職員などが合同で点検

こ
と
の
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
た
だ
ち

に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
決
し
て

慌
て
ず
に
周
囲
の
状
況
や
、
市
か

ら
発
表
さ
れ
る
避
難
勧
告
の
情
報

な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
勧
告
等
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

す
ぐ
に
避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、

す
で
に
外
出
が
危
険
な
状
態
に
達

し
て
い
る
場
合
に
は
、
無
理
を
せ

ず
に
家
の
中
の
よ
り
安
全
な
場
所

に
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
大
雨
な
ど
の
時
間
と
と
も

に
危
険
度
が
増
し
て
い
く
現
象
で

は
、
特
別
警
報
よ
り
も
前
か
ら
段

階
的
に
発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
や

注
意
報
・
警
報
を
し
っ
か
り
把
握

し
、
早
め
早
め
の
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
か
ら
万
が
一
の

災
害
に
備
え
、
避
難
場
所
や
そ
の

方
法
、
家
族
間
で
の
連
絡
手
段
な

ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

◎特別警報が発表されるまで

◎災害に備え、非常持出品の準備を

気象台が発表する気象情報

大雨に関する気象情報

大雨注意報

大雨警報

大雨特別警報

大雨の場合イメージ

警報・注意報に先立って「大雨に関する気象情報」
を発表し、注意を呼び掛けます。

現象の進行に応じて「大雨注意報」（警報になる
可能性があればその旨も）を発表します。

「大雨警報」発表時には、大雨の期間や予想雨量、
警戒を要する事項も共に発表します。

大雨警報発表の後も大雨が降り続き、重大な災害
が起こる危険性が非常に高まった場合に、「大雨
特別警報」を発表します 。

非常用持出品（例）
印鑑、現金、救急箱、預金通帳、懐中電灯、ライター、ろ
うそく、ナイフ、衣類、手袋、インスタントラーメン、毛布、
ラジオなど
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

え
び
の
市
内
で
は
、
ご
み
の
不

法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平

成
24
年
度
に
は
、
２
１
６
件
の
不

法
投
棄
が
発
見
さ
れ
、
市
美
化
セ

ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
は
、
犯
罪
行
為
で

す
。
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
「
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
」が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
依
然
と
し
て
市
内
で
不
法
投

棄
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
場
合
は
、
内
容
物
の
調
査

を
行
い
、
投
棄
者
を
特
定
し
、
厳

し
く
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
悪

質
な
場
合
は
、
土
地
の
所
有
者
の

判
断
で
警
察
へ
引
き
渡
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
不
法
投
棄
を

発
見
し
た
場
合
や
目
撃
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
、
市
美
化
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
終
戦
の
日
の
8
月
15

日
に
防
災
行
政
無
線
放
送
設
備
を

使
い
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
し
た

が
、
防
災
行
政
無
線
放
送
設
備
が

落
雷
で
故
障
し
、
一
部
地
域
で
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

放
送
設
備
の
故
障
で
、
放
送
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
は
、
自
治

会
長
を
通
じ
て
市
総
務
課
防
災
対

策
係
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
原

因
を
調
査
し
、修
繕
を
行
い
ま
す
。

【
放
送
内
容
を
電
話
で
確
認
】

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
放
送

設
備
を
使
い
緊
急
時
の
連
絡
や
火

災
・
風
水
害
で
の
災
害
時
の
避
難

誘
導
、
霧
島
演
習
場
へ
の
立
ち
入

　

土
地
の
所
有
者
が
不
法
投
棄
を

さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
を
と
る
こ

と
も
、
不
法
投
棄
防
止
の
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
す
。

　

自
分
の
土
地
を
不
法
投
棄
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
こ
ま
め
に
草
刈

を
し
た
り
、
柵
や
看
板
を
設
置
し

た
り
す
る
な
ど
し
て
、
不
法
投
棄

が
さ
れ
に
く
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。　

　

市
民
一
丸
と
な
っ
て
不
法
投
棄

撲
滅
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
美
化
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
５
７
８
２

り
な
ど
の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

聞
き
逃
し
た
場
合
や
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
防
災
行

政
無
線
放
送
の
内
容
を
再
度
確
認

で
き
る
専
用
電
話
を
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
通
話
料
金
は
無

料
で
す
。

○
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
23
‐
４
８
４
８

※
え
び
の
市
内
の
固
定
電
話
ま
た

は
携
帯
電
話
か
ら
確
認
で
き
ま

す
。

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
少
し

時
間
を
置
い
て
か
ら
か
け
な
お
し

て
く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

取
り
組
も
う
不
法
投
棄
撲
滅

聞
こ
え
な
い
時
は
連
絡
を

後
を
絶
た
な
い
ご
み
の
不
法
投
棄

防
災
無
線
放
送
の
事
故
を
お
わ
び
し
ま
す

え
び
の
の
魅
力
を
全
国
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
新
た
に
１
人
着
任

　

9
月
1
日
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
隊
員
1
人
が
、
新
た
に
え
び
の

市
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
神
奈

川
県
出
身
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
、

廣
澤
順
也
隊
員
で
す
。
こ
れ
か
ら

3
年
間
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
え
び
の
の
魅
力
を
全
国
へ

発
信
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

廣
澤
隊
員
は
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
の
視
点
で
市
内
の
風
景
な
ど
を

撮
影
。
市
民
も
気
づ
か
な
い
え
び

の
の
魅
力
を
、
写
真
な
ど
を
通
じ

て
全
国
に
発
信
す
る
な
ど
、
え
び

の
市
の
P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

廣
澤
隊
員
は
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー

写
真
家
と
し
て
、
北
海
道
の
風
景
、

動
物
な
ど
の
写
真
を
撮
っ
て
き
ま

し
た
。
え
び
の
で
は
、
え
び
の
高

原
の
四
季
や
田
園
風
景
な
ど
独
自

の
視
点
で
撮
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
お
薦
め
の
撮

影
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
あ
れ
ば
気
軽

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課
情
報
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
4
5
1
）

不法投棄監視パトロールを行っています 放送内容を電話で再確認できます

写真家の視線でえびの市の魅力を切り取ります

空いている土地や家屋を空き家バンクに登録しませんか

　

市
で
は
、
定
住
促
進
を
目
的
と

し
て
、
市
内
の
空
き
家
・
空
き
地

を
所
有
者
に
登
録
し
て
も
ら
い
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
国
へ
発
信
す

る
「
え
び
の
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
え
び
の
市
空
き
家
バ
ン
ク
活

動
事
業
補
助
金
」
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
に
つ

い
て
、
市
外
か
ら
の
移
住
者
と
賃

貸
借
契
約
が
結
ば
れ
た
場
合
、
家

屋
の
改
修
等
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

【
補
助
対
象
者
】
空
き
家
バ
ン
ク

空
き
家
改
修
費
用
を
助
成

ご
利
用
く
だ
さ
い
空
き
家
バ
ン
ク
活
動
補
助
金

に
、
賃
貸
を
目
的
と
し
て
空
き
家

を
登
録
し
て
い
る
人

【
補
助
対
象
物
件
】
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
、
3
年
以
上
定
住
す

る
見
込
み
の
あ
る
市
外
か
ら
の
移

住
者
と
の
間
に
、
年
度
内
に
賃
貸

借
契
約
が
結
ば
れ
、
か
つ
不
動
産

業
者
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
物
件

【
補
助
対
象
事
業
】
台
所
や
風
呂
・

ト
イ
レ
等
の
修
繕
、
内
装
や
屋
根

等
の
改
修
、
家
財
道
具
の
運
搬
お

よ
び
廃
棄
、
屋
内
の
清
掃
な
ど

【
補
助
金
の
額
】
補
助
対
象
事
業

に
か
か
る
費
用
の
2
分
の
1
（
上

限
40
万
円
）

※
申
請
の
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
市
企
画
課
政
策
係
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
申
請
の
有
無
に
関
係
な

く
、「
え
び
の
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
の
登
録
は
可
能
で
す
。市
内
に

空
き
家
・
空
き
地
（
宅
地
に
限
り

ま
す
）
を
所
有
し
て
い
て
、
売
り

た
い
、
貸
し
た
い
と
考
え
の
人
は
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
３
２
２
）
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8
月
30
日
、
加
久
藤
中
２
年

生
（
41
人
）
と
加
久
藤
小
5
年
生

（
37
人
）
が
え
び
の
駅
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
手
分
け
し
て

駅
舎
や
駅
舎
周
辺
の
草
取
り
や
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
吉
都
線
全
線
開
通

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
地
元
の
駅

に
何
か
貢
献
で
き
な
い
か
と
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

あ
る
参
加
者
は「
疲
れ
ま
し
た
。

で
も
、
き
れ
い
に
な
っ
た
駅
を
見

た
時
は
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
25
日
、
え
び
の
市
立
図
書

館
で
親
子
絵
本
づ
く
り
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
日
本
児

童
文
学
者
協
会
会
員
の
山
下
町
子

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
3
日
に
分
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
10
組
の
親

子
は
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
物
語

を
ペ
ー
ジ
に
割
り
振
り
、色
塗
り
、

製
本
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
内
容
に
合
わ

せ
て
絵
を
描
く
の
が
難
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
世
界
で
1
冊
の
本
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

8
月
30
日
、「
い
き
い
き
集
落
」
の

認
定
式
が
榎
田
自
治
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
榎
田
自
治
会
の
「
自
治
会
全

体
で
の
支
え
合
い
事
業
」
な
ど
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

宮
崎
県
で
は
、
中
山
間
地
域
の
集
落

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
元
気
な
集
落

　

8
月
25
日
、
西
長
江
浦
の
南
方
神
社

な
ど
を
会
場
に
「
大
太
鼓
踊
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
区
の
全
戸
で
結
成
し
た

大
太
鼓
踊
り
保
存
会
の
20
人
が
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
踊
は
、
通
称
「
ウ
バ
ッ

チ
ョ
（
大
ば
ち
）
踊
り
」
と
も
い
い
、

加久藤小中学生がボランティア

きれいになったえびの駅
親子絵本づくり教室

世界で一冊の本が完成

みんなで元気なまちづくり

勇壮な踊りで五穀豊穣

榎田自治会が「いきいき集落」に認定

西長江浦の南方神社で大太鼓踊

づ
く
り
に
取
り
組
む
集
落
を
「
い
き
い

き
集
落
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
と
「
の
ぼ
り
旗
」
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
活
動
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
田
代
と
中
島
自
治

会
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

踊
り
手
は
、
直
径
１
２
０
セ
ン
チ
も

あ
る
大
太
鼓
を
か
つ
ぎ
鉦か
ね

や
太
鼓
と

「
ヤ
ァ
ー
ド
ッ
コ
イ
」
の
か
け
声
に
合

わ
せ
勇
壮
に
舞
い
踊
り
ま
す
。

　

訪
れ
た
多
く
の
人
は
、
勇
壮
で
力
強

い
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

9
月
7
日
、
小
林
地
区
電
気
工

事
業
協
同
組
合
の
13
人
が
、
1
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
電
気
設
備
点

検
・
電
球
の
交
換
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
漏
電

等
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
も
ら
う
こ
と
目
的
に
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
加
久
藤
地
区
の
高
齢

者
宅
8
件
と
市
役
所
通
り
の
街
灯

の
点
検
・
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
先
の
高
齢
者
は
、「
一
人

暮
ら
し
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。
助

か
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
24
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
ト
ン
カ

ツ
ｄ
ｅ
コ
ン
カ
ツ
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
若
者
の
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
若
者
グ

ル
ー
プ
「
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
」
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
男
性
31
人
と

女
性
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ト

ン
カ
ツ
で
婚
活
と
銘
打
っ
た
イ
ベ

ン
ト
だ
け
に
、
料
理
に
は
豚
カ
ツ

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
料
理
を
食
べ
な
が

ら
交
流
。こ
の
日
は
、10
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

電気工事組合が高齢者宅を訪問

プロの技でボランティア
トンカツdeコンカツ

10組のカップルが成立
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頼
れ
る
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

　
「
子
ど
も
た
ち
に
、
お
も
ち
ゃ
が
目
の
前
で
治
る

の
を
見
て
も
ら
い
、
物
の
大
切
さ
な
ど
を
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
す
の
は
伊
高
良
美
さ
ん
（
飯
野
駅

前
）
で
す
。

　

伊
高
さ
ん
は
、「
お
も
ち
ゃ
病
院
に
し
も
ろ
」
の
お

も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
治

療
（
修
理
）
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
も
ち
ゃ
病
院
に
し
も
ろ
」
は
、
平
成
23
年
度

に
小
林
市
で
行
わ
れ
た
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成

講
座
」
を
受
講
し
た
有
志
8
人
で
平
成
24
年
2
月
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。病
院
に
は
、
現
在
、
8
人
（
内
え

び
の
市
在
住
は
2
人
）
の
ド
ク
タ
ー
が
在
籍
。
壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
治
療
し
て
い
ま

す
。
お
も
ち
ゃ
病
院
で
は
、
依
頼
主
の
目
の
前
で
お

も
ち
ゃ
を
分
解
し
、
修
理
し
ま
す
。

　
「
現
在
は
、
壊
れ
れ
ば
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
お
も

ち
ゃ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
す
れ
ば

ま
だ
ま
だ
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
遊
ん
だ
お
も
ち
ゃ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

出
が
あ
る
は
ず
で
す
。そ
う
し
た
お
も
ち
ゃ
を
治
療

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
物
を
大
切
に
す
る
心
、

い
た
わ
り
の
心
を
学
び
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
」

き
っ
か
け
は
認
知
症
予
防

　

伊
高
さ
ん
が
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
に
な
っ
た
き
っ

伝えたい物を大切にする心

か
け
は
、
認
知
症
予
防
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
手
先
を

使
っ
て
細
か
い
作
業
を
す
る
か
ら
認
知
症
予
防
に
な

る
だ
ろ
う
と
軽
い
気
持
ち
で
し
た
」

　

お
も
ち
ゃ
の
治
療
は
、
意
外
に
奥
が
深
い
と
伊
高

さ
ん
「
定
年
前
、
職
場
で
は
、
機
械
が
壊
れ
た
時
な

ど
は
自
分
で
修
理
し
て
い
た
の
で
、
私
に
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、
実
際
、

お
も
ち
ゃ
の
治
療
を
し
て
み
る
と
、
今
と
昔
で
は
、

電
子
部
品
の
多
用
な
ど
、
お
も
ち
ゃ
の
つ
く
り
が
違

い
、
直
せ
る
か
ど
う
か
不
安
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
治
療
は
、
日
々
、
勉
強
で
す
」

　

親
か
ら
子
へ
、
ま
た
兄
弟
同
士
へ
と
引
き
継
が
れ

た
も
の
や
、
今
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
も
の
な
ど
、

お
も
ち
ゃ
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
に
依
頼
主
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
も
時
間
内
に
治

せ
な
い
も
の
は
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
も
ら
い
治
療

を
行
い
ま
す
」

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
治
療
代

　
「
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
機
で
取
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど

は
、
作
り
が
甘
く
、
治
療
に
苦
慮
し
ま
す
ね
」
と
苦

笑
い
を
浮
か
べ
る
伊
高
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
な
ん
と

か
治
療
を
終
え
、
子
ど
も
に
お
も
ち
ゃ
を
手
渡
す
時

が
最
高
だ
と
話
し
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
、『
お
じ

ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
』
と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
と
何
と

も
言
え
な
い
う
れ
し
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。子
ど
も
の

笑
顔
が
治
療
代
で
す
」

　

お
も
ち
ゃ
病
院
に
し
も
ろ
で
は
、
小
林
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
2
日
曜
日
の
午
後
1
時
か

ら
4
時
ま
で
お
も
ち
ゃ
の
治
療
を
し
て
い
ま
す
。「
治

療
は
原
則
無
料
で
す
が
、
部
品
代
等
の
費
用
が
か
か

る
場
合
や
治
療
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
治
療
に
来
て
く
だ
さ

い
」

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー　

伊
高
良
美
さ
ん

いだか・よし み／飯野
駅前／ 70 歳／趣味：コ
マ回し（子どもと一緒に
コマ回しをすると一段と
おもしろい）

Profile
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●クリご 飯

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域

支
え
合
い
事
業
で
杉
水
流

の「
み
ど
り
の
会
」が
作
っ
た「
ク

リ
ご
飯
」
で
す
。

シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
が
い
ち
ば

ん
ク
リ
の
味
を
引
き
立
て
て
く
れ

る
ク
リ
ご
は
ん
は
、
米
の
も
っ
ち

り
と
し
た
食
感
と
ク
リ
の
ほ
っ
く

り
と
し
た
食
感
が
秋
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

炊
き
た
て
も
お
い
し
い
で
す
が
、

冷
め
て
も
、
お
に
ぎ
り
に
し
て
も

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
生
グ
リ

を
使
う
場
合
は
、
ク
リ
を
熱
湯
に

つ
け
て
、
ふ
た
を
し
て
冷
め
る
ま

で
置
く
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
鬼
皮
が
柔
ら
か
く
な
り
、

む
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
皮
を
む

く
時
は
、
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
入
れ
す
ぎ

る
と
ク
リ
が
割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

【紹介者】杉水流みどりの会の皆さん

クリのほっくりとした食感がたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.65

レシピ

観光物産販売所「栗太郎館」

杜の穂倉

曽於市

●�日時＝10月12日（土）午前11時～午後9時
●�場所＝都城市観音池公園自由広場
●�内容＝都城市で開かれる２万人が集う一大焼肉イベン
ト。宮崎産の牛・豚・鶏肉を詰め合わせたお肉パックの
お得な前売券（１枚1,500円）は、絶賛販売中。
�都城観光協会
☎0986-23-2460

都城焼肉カーニバル

都城市

【材料】
米 2合、も ち 米 １ 合、小 豆 1/2
カップ、塩 10g位、水 米を3合分
炊く分量、生グリ(粒は中サイズ) 
20コ前後、ゴマ 適量

【作り方】
① ア ズ キ を 炊 く 。
②  鬼 皮 が つ い た ま ま 生 グ リ を 数 時 間 水 に 漬 け る 。
③  鬼 皮 、 渋 皮 を む い た ク リ は 、 ア ク 抜 き の た め 水 に さ
ら す 。 ク リ が 大 き け れ ば 半 分 に カ ッ ト す る 。
④  い つ も の よ う に 米 を 炊 く 準 備 を し て 、 塩 を 加 え る 。
米 の 上 に 炊 い た 小 豆 、 生 グ リ を の せ 、 炊 飯 す る 。
⑤  炊 け た ら 全 体 を 混 ぜ る 。 味 見 を し て 塩 加 減 を み る 。
⑥  盛 り 付 け て ゴ マ を ふ る 。

ふれあいコンサートinそお
●�日時＝10月5日（土）
　午後3時～
●�場所＝曽於市末吉総
合センター

●�内容＝2部構成で行わ
れます。末吉ジュニア
コーラス、末吉財部
高等学校吹奏楽部、鹿
児島県警察音楽隊な
どが参加。入場は無料。
※整理券が必要。整理
券は、お問い合わせ
ください。

�末吉総合センター
　☎0986-76-7100

【
観
光
物
産
販
売
所「
栗
太
郎
館
」】

　

Ｊ
Ｒ
栗
野
駅
の
切
符
売
場
隣
に

あ
る
観
光
物
産
販
売
所「
栗
太
郎

館
」は
、
平
成
23
年
12
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
来
場
し
て
い
ま

す
。
販
売
所
で
は
、
新
鮮
野
菜
は

も
ち
ろ
ん
、
湧
水
町
の
特
産
品
や

お
弁
当
、
工
芸
品
な
ど
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
３
土
曜
日
に
は「
栗
太

郎
館
土
曜
市
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

［
所
在
地
］
湧
水
町
木
場
６
７
７

（
栗
野
駅
舎
内
）

［
営
業
時
間
］
午
前
10
時
～
午
後

4
時
30
分

［
休
館
日
］年
末
年
始

☎
０
９
９
５
‐
74
‐
５
６
９
０

【
杜
の
穂
倉
】

　

高
原
町
に
あ
る
杜も

り

の
穂ほ

く
ら倉

で
は
、

農
事
組
合
法
人「
は
な
ど
う
」
が

収
穫
し
た
、お
米
・
麦
・
菜
種
・
金

ご
ま
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。商
品
は
、

栽
培
か
ら
収
穫
・
加
工
・
販
売
ま

で
を
心
を
込
め
て
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、安
心
・
安
全
で
す
。

　

ま
た
、
店
内
に
は
、
新
鮮
な
野

菜
・
果
物
を
は
じ
め
、
惣
菜
・
パ

ン
・
お
菓
子
な
ど
地
元
生
産
者
が

栽
培
・
製
造
し
た
商
品
が
充
実
し

て
い
ま
す
。ど
れ
も
こ
こ
で
し
か

手
に
入
ら
な
い「
杜
の
穂
倉
」
だ

け
の
自
慢
の
特
産
品
で
す
。

［
所
在
地
］
高
原
町
大
字
蒲
牟
田

７
８
８
‐
2

［
営
業
時
間
］
午
前
9
時
～
午
後

６
時

☎
42
‐
１
８
３
９

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報
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苧
畑
地
区
、
北
側
山
手
の
市
内
が
一

望
で
き
る
地
に
大
き
な
六
本
原
開
拓
記

念
碑
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
こ
の
歴

史
的
記
念
碑
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
の
強
い
思
い
で
平
成
21
年
度
に
六

本
原
開
拓
記
念
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
か
ら
見
る
霧
島
連
山
は
す
ば

ら
し
く
、
え
び
の
の
四
季
折
々
の
景
色

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。会
で

は
、
こ
の
財
産
を
広
く
市
民
に
知
っ
て

も
ら
い
気
軽
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
場
所

に
し
よ
う
と
、
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業

　

朝
起
き
た
時
、
な
ん
と
な
く
す
っ
き

り
し
な
い
…
。
こ
ん
な
毎
日
を
繰
り
返

し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
う

な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
実
は
、
脳
の
前

頭
前
野
と
い
う
場
所
に
あ
る
セ
ロ
ト
ニ

ン
神
経
の
働
き
が
弱
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
朝
、
眠
く
て
仕
方

が
な
い
時
に
、
意
識
的
に
が
ん
ば
っ
て

起
き
よ
う
と
す
る
気
持
ち
に
さ
せ
る
脳

内
物
質
で
す
。
う
つ
状
態
の
時
に
欠
乏

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
量

を
利
用
し
て
公
園
を
作
り
、
有
志
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
あ
ず
ま
屋
風
の

憩
い
の
施
設
を
造
り
ま
し
た
。周
辺
に

は
、
春
は
桜
や
つ
つ
じ
、
初
夏
に
な
る

と
ア
ジ
サ
イ
な
ど
、
四
季
折
々
の
草
花

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
日
は
、
農
家
民
泊
を
し
た
中
学
生

が
こ
の
地
を
訪
れ
、
農
業
体
験
に
挑
戦

し
た
り
、
景
色
を
堪
能
し
た
り
す
る
な

ど
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
草
払
い
な
ど
の
清
掃
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
生
動
物
が
侵
入

し
な
い
よ
う
に
、
あ
ず
ま
屋
風
の
憩
い

の
場
の
周
り
に
は
柵
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
と
き
は
開
け
閉
め
を
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
周
辺
に
あ
る
棚
田
を
活
用
し

て
田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
な
ど
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
、「
リ
ズ
ム
運
動
」（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

水
泳
・
ガ
ム
を
か
む
・
深
呼
吸
な
ど
）

も
効
果
的
で
す
。
毎
朝
の
通
勤
で
歩
く

時
は
、
少
し
意
識
を
変
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
リ
ズ
ム
を
刻
み
な
が
ら
歩
け
ば
、

そ
れ
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の「
第
２
次
健
康
日
本
21
え
び
の

市
計
画
休
養
編
」に「
朝
、
す
っ
き
り
目

が
覚
め
る
人
を
増
や
す
」と
い
う
目
標

が
あ
り
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
を
活

性
化
し
て
、
朝
、
す
っ
き
り
目
覚
め
、

快
適
な
生
活
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

参
考
文
献
：「
脳
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
消
す
技
術
」

　
文
：
鞍
津
輪
保
健
師

契
約
金
額
、
会
社
名
、
担
当
者
な
ど

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
す
べ
て
に
有

効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。３
０
０
０
円
未

満
の
現
金
取
引
や
通
販
販
売
な
ど
解
約

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
の
書
き

方
な
ど
詳
細
は
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
か
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
２
８
６
）

文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

ぷらいど21基金助成団体の活動紹介

まちづくり活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  a c t i v i t i e s

朝
す
っ
き
り
目
覚
め
、
快
適
な
生
活
を

六
本
原
を
ふ
れ
あ
い
の
場
に
六
本
原
開
拓
記
念
会

六本原開拓記念会
会員　川野さだ子さん

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
を
ご
存
知
で
す
か

六本原公園にあるあずま屋風の憩いの場

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
、
契
約

し
た
後
、
頭
を
冷
や
し
て
、
冷
静
に
考

え
直
す
時
間
を
消
費
者
に
与
え
、
一
定

期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
制
度
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

一
度
契
約
が
成
立
す
る
と
そ
の
契
約

に
拘
束
さ
れ
、
お
互
い
に
契
約
を
守
る

の
が
契
約
の
原
則
で
す
が
、
こ
の
原
則

に
例
外
を
設
け
た
の
が「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
」
制
度
で
す

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
必
ず

書
面
で
行
い
ま
す
。は
が
き
な
ど
の
書

面
に
以
下
の
項
目
を
記
入
し
て
、
控
え

の
た
め
に
書
面
の
両
面
を
コ
ピ
ー
に

取
っ
た
上
で
、「
特
定
記
録
郵
便
」
ま
た

は
「
簡
易
書
留
」
な
ど
の
記
録
が
残
る

方
法
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
と
販
売
会
社
へ
同
時
に
通

知
し
ま
す
。は
が
き
の
コ
ピ
ー
と
郵
便

局
の
受
領
証
は
、
5
年
間
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

【
記
載
事
項
】
契
約
年
月
日
、
商
品
名
、

飲
酒
も
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
枯
渇
さ
せ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の
働
き
が
弱
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

が
乱
れ
て
し
ま
い
、
目
が
覚
め
て
も
頭

が
す
っ
き
り
し
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
を
活
発
に
す
る
た

め
に
は
、
朝
日
を
浴
び
る
こ
と
が
最
も

効
果
的
で
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
朝
つ
く

ら
れ
ま
す
。
朝
の
太
陽
光
を
浴
び
る
こ

と
が
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の
活
発
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
朝
日
を
浴
び
る
以
外
に

秋の全国交通安全運動実施

特別警報が始まりました

８月 30 日から気象庁の「特別警報」が始まりま
した。特別警報は、台風による豪雨や震度 6 弱

以上の緊急地震速報、火山噴火など重大な災害の危
険性が著しく高まっている場合などに気象庁から発
表されます。
　特別警報が発表されたら身を守るために最善を尽
くしてください。地域が数十年に一度しかないよう
な非常に危険な状況にあります。油断しないでくだ
さい。
　周囲の状況や市から発表される「避難指示」、「避
難勧告」などの情報に留意し、ただちに命を守るた
めの行動をとってください。

秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動 が 9 月 2 1 日 （ 土 ）か
ら 9 月 3 0 日 （ 月 ）ま で の 1 0 日 間 、実 施 さ

れ ま す 。

【 運 動 の 重 点 】
・夕 暮 れ 時 と 夜 間 の 歩 行 中 ・自 転 車 乗 車 中 の 交
通 事 故 防 止 （ 反 射 材 品 等 の 着 用 の 推 進 等 ）

・全 て の 座 席 の シ ー ト ベ ル ト と チ ャ イ ル ド シ ー
ト の 正 し い 着 用 の 徹 底

・飲 酒 運 転 の 根 絶

※ み ん な で 交 通 ル ー ル の 順 守 と 交 通 マ ナ ー の 習
得 ・向 上 を 図 り 、悲 惨 な 交 通 事 故 を 防 止 し 、事 故
の な い 明 る い え び の 市 に し て い き ま し ょ う 。

8月の交通事故発生状況
人 身 10件 本年累計 74件
物 件 39件 本年累計 202件

8月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 11件
救 急 68件 年 計 574件
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鈴
虫
の
音ね
い
ろ色

聞
き
つ
つ
針
仕
事

秋
の
気
配
を
肌
で
感
じ
る

西
上
江
　
山
本
ハ
ヤ
子

九
月
は
白
露（
は
く
ろ
）、
野
分
と
呼
び
名
が
あ

り
、
朝
露
が
白
く
光
り
野
に
秋
の
花
々
が
咲
く
。

作
者
は
庭
の
草
む
ら
に
す
だ
く
虫
の
音
を
聞
き

な
が
ら
家
族
を
思
い
針
仕
事
を
し
、
そ
こ
は
か

と
な
く
侘
び
し
さ
を
感
じ
る
。
秋
と
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
ら
う
か
。
情
感
の
あ
る
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評 

竹
下
妙
子
）

鏡
に

白
鳥
　
西
幸
一

ね
ぇ
鏡
さ
ん

私
を
綺
麗
に
写
し
て

く
れ
る
は
ず
の
鏡
で
し
ょ
う

ど
う
し
て
　
ま
と
も
に
写
す
の
よ

私
　
紅
ひ
く
の
に
恥
ず
か
し
い

し
な
や
か
に
生
き
よ
命
の
風
の
盆

中
島
　
宮
﨑
キ
ヨ
子

「
あ
な
た
の
命
も
一
つ
、
お
姉
さ
ん
の
命
も
一

つ
、
た
っ
た
一
つ
の
か
け
が
え
の
な
い
命
だ
か

ら
、
大
事
に
自
然
に
生
き
た
方
が
よ
い
」と
僕

は
思
う
。
踊
り
好
き
の
姉
は
、
八
尾
の
盆
踊
り

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
。
今
夢
の
中
で
編
笠
を
か

ぶ
っ
て
し
づ
か
に
踊
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

この本は、東日本大震災
をきっかけに、日本人

が気付いた「絆
きずな

」の大切さを忘
れないようにと書かれました。
　相手を思いやる一言が、生
涯、忘れられない感動を与え
ることがあります。
　徒然草や一般公募された体
験談をもとに、日本人の思い
やり、おもてなしの心が描か
れたこの本は、人間にとって
本当に大切なものを気付かせ
てくれる一冊です。

思いやりのこころ

木村耕一／著
（株式会社一万年堂出版）

生まれた時の身長は、約
50㎝ですが、大人にな

ると身長は、男性は平均171
㎝、女性は平均158㎝になり
ます。身長だけではなく、骨、
筋肉、血管、脳や心臓などの
臓器も大きくなります。
　このように、発育するため
には何が必要かなど、絵本に
なって分かりやすく書かれて
います。
　ぐんぐん背が伸びるように、
ぜひ、読んでみてください。

せがのびるひみつ

児玉浩子／監修
（株式会社少年写真新聞社）

2 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
5 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

心理学おもしろ講座 13：30 ～ 14：30
8 火 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
9 水 図書館休館日

10 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
11 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
12 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 火 図書館休館日
16 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
19 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
21 月 図書館休館日
22 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
23 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
25 金 喫茶「ふら～っと」営業 9：45 ～ 11：00

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
26 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
27 日 ちょこっと講座「花びんづくり」 13：30 ～ 14：30
28 月 図書館休館日
30 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35

◎10月のスケジュール

◎イベント
牛乳パックで花びんづくり講座
●とき＝10月27日（日）
●時間＝13：30 ～ 14：30
●会場＝図書館学習室
●定員＝20人（無料）
●対象＝小学校高学年～大人まで

心理学おもしろ講座「こころの仕組み」
●日時＝10月5日（土）、13：30 ～ 14：30
●場所＝図書館学習室
●対象＝大人定員15人（無料）

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「明日は味方」　山本一力 著　集英社
○「聞き上手話し上手」　佐藤可士和 著　集英社
○「大地のゲーム」　綿矢りさ 著　新潮社
○「ソウルメイト」　馳星周 著　集英社
○「虫目のススメ」　鈴木海花 著　全国農村教育協会

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

輪
太
鼓
踊
り
10
年
ぶ
り
に
復
活

　

9
月
1
日
、
飯
野
麓
地
区
の
運
動
会
で
同
地
区
に

伝
わ
る
輪
太
鼓
踊
り
が
10
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
運
動
会
の
応
援
に
と
同
地
区
の
有
志
23

人
が
古
老
の
指
導
を
受
け
て
復
活
さ
せ
た
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
3
年
9
月
号
掲
載
）

園
児
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
に

　

じ
ょ
い
ふ
る
た
ん
ぼ
の
人
気
者
ア
イ
ガ
モ
の
つ

が
い
２
組
が
大
明
司
保
育
所
と
真
幸
保
育
所
に
贈

ら
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
水
を
替
え
た
り
、
エ
サ
を
与
え

た
り
ア
イ
ガ
モ
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
３
年
９
月
号
掲
載
）

じ
ょ
い
ふ
る
た
ん
ぼ
え
び
の

　

8
月
24
日
、じ
ょ
い
ふ
る
た
ん
ぼ
え
び
の
が

湯
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。家
族
づ
れ
の
市

民
な
ど
約
３
０
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
が
行
わ
れ
、

田
ん
ぼ
の
中
で
の
ス
イ
カ
割
り
、や
ぐ
ら
か
ら

つ
る
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
ジ
ャ
ン
プ「
泣

こ
よ
っ
か
ひ
っ
飛
べ
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
平
成
３
年
９
月
号
掲
載
）

１
９
９
１



お お知 知ら らせ せ

25  Ebino City Public Relations, 2013.9 24広報

【対象者】65 歳以上の全市民で、対象者には実施通知書
を送付します。ただし①～④に該当する人で市役所に申
し出をしている人には実施通知書は送付していません。
①職場で受診する人
②入院中や病気治療中または歩行困難で受診できない人
③最近 3 か月以内に病院等で胸部レントゲンを受診し
た人
④肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申し込み
をしている人
※実施通知書が届いた人で①～④に該当する人は、市健
康保険課市民健康係までご連絡ください。

期　日 会　場 時　間

10 月 7 日（月 ）

尾八重野コミュニティーセンター 9：20 ～ 9：40
栗下区営農研修館 10：00 ～ 11：30
大溝原公民館 13：20 ～ 14：10
永山公民館 14：30 ～ 15：30

10 月 11 日（金）
鶴田光憲様　牛舎前   9：20 ～ 9：50
西郷・新光工業前 10：05 ～ 11：20
市役所（駐車場） 13：20 ～ 15：30

10 月 16 日（水）

麓公民館  9：20 ～ 10：10
前松原公民館 10：25 ～ 11：20
東川北公民館 13：20 ～ 14：20
牧の原公民館 14：40 ～ 15：00

10 月 17 日 ( 木）

灰塚公民館 9：20 ～ 9：50
西長江浦下営農研修センター 10：10 ～ 10：40
西長江浦上営農研修センター 11：00 ～ 11：30
東長江浦下公民館 13：30 ～ 14：00
東長江浦上公民館 14：20 ～ 14：40

10 月 18 日（金）

榎田公民館 9：20 ～ 9：50
ＪＲえびの駅前（加久藤） 10：10 ～ 11：30
南昌明寺・湯園公民館 13：20 ～ 14：00
東内竪公民館 14：15 ～ 15：10

10 月 21 日（月）

西内竪公民館 9：30 ～ 9：50
溝ノ口・西の野公民館 10：10 ～ 10：30
岡松運動場 10：50 ～ 11：30
南岡松公民館 13：20 ～ 14：30
北昌明寺公民館 14：50 ～ 15：30

10 月 28 日（月）

上島内公民館 9：20 ～ 10：00
上向江・田代正俊様宅 10：20 ～ 11：20
中浦公民館 13：20 ～ 14：00
柳水流公民館 14：20 ～ 14：40
亀沢・池嶋自治会長様宅前 14：55 ～ 15：20

10 月 29 日（火）

下浦公民館 9：30 ～ 10：10
上浦・田畑清盛様宅 10：30 ～ 10：50
岡元小学校 11：05 ～ 11：30
中内竪・旧マサキコーセン 13：20 ～ 13：40
下島内公民館 14：00 ～ 15：10

10 月 30 日（水）
真幸出張所 9：20 ～ 11：30
西川北公民館 13：20 ～ 14：20
市営古川団地駐車場 14：40 ～ 15：20

問市健康保険課市民健康係
☎35-1111（内線283）

問宮崎地方法法務局都城支局総務課
☎0986-22-0490

労働問題のことなど相談ください

　宮崎県労働委員会では、10月7日から13日の一週間を
労働相談週間と位置付け、労働者個人と使用者との職場
でのトラブルに関する相談を無料で実施します。
　現在、トラブルを抱えている人はもちろん、職場での
ちょっとした疑問など労働問題のことならお気軽に問い
合わせください。

【開催日】10月7日（月）～ 13日（日）
【時間】平日：午前8時30分～午後8時、土・日：午前9時～

午後5時※土日に面談を希望する場合は事前に電話連絡
をお願いします。

【場所】宮崎県労働委員会事務局（県庁3号館6階）
【対象者】県内事業所に勤務する労働者、使用者
【相談方法】面談、電話、ファックス、メール
問働くあんしんサポートダイヤル
☎0985-26-7538
FAX 0985-20-2715
Eメール rohdohi@pref.miyazaki.lg.jp

税務署での相談は事前予約を

　税務署では、一般的な相談については電話相談セン
ターで受け付けています。
　具体的な書類や事実関係を確認する必要があるなど、
電話等での相談が困難な場合には、事前に相談日時等を
電話等で予約したうえで、所轄の税務署で相談をお願い
します。
　予約の際は、名前、住所、相談内容等を伝えてください。
　なお、税金の納付相談や確定申告期の申告書作成会場
に出向く場合は、事前の予約は必要ありません。
問小林税務署
☎23-3126
※自動音声案内です。電話の際は、「 2」を選択してくだ
さい。

宮崎県立図書館巡回展
「宮崎誕生」
　えびの市歴史民俗資料館では、宮崎県立図書館主催の
130年記念特別展「宮崎県誕生」を開催します。分県運動
の推移と成果を知ってもらうことを目的に実施します。
入場無料です。多数のご来館をお待ちしています。

【期間】10月2日（水）～ 10月24日（木）
【開催時間】午前10時～午後6時（日曜・祝日は５時まで）
【場所】えびの市歴史民俗資料館
【休館日】10月9日（水）、15日（火）、21日（月）
問えびの市歴史民俗資料館
☎35-3144

刑務所作業製品を展示販売
第31回九州矯正展が行われます

　矯正展は、「社会を明るくする運動」の一環として、
刑務所、少年院、少年鑑別所など矯正施設の業務内容等
を一般社会の人に広く紹介し、刑務所で製作した刑務所
作業製品等の展示・販売を通じて、矯正行政に対する理
解を深めてもらうことを目的として行われます。

【開催日】10月26日（土）、27日（日）
【時間】26日：午前9時30分～午後4時、27日：午前9時30

分～午後3時
【会場】霧島国分運動公園内国分体育館（霧島市国分清水

309）
【内容】受刑者の生活状況のパネル展示・ビデオ放映、刑

務作業体験、刑務所作業製品の展示即売など
※展示即売では、鹿児島刑務所を含む全国の刑務所・少
年院で製作したタンス、椅子、野菜など約500品目8,000
点が並びます。

【その他】入場・駐車場は無料です。臨時駐車場（霧島市
役所駐車場、第一工業大学駐車場）から会場まで無料シャ
トルバスを運行します。
問鹿児島刑務所庶務課
☎0995-75-2025

結核検診（加久藤・真幸地区）
を実施します。

　今年度の結核検診（加久藤・真幸地区）を実施します。

平成25年度就学時健康診断

　来年度、小学校入学予定の子どもを対象に就学時健康
診断を実施します。

【開催日】10月9日（水）飯野・上江地区、10月10日（木）
加久藤・真幸地区

【時間】受付：午後0時30分～ 1時15分、説明：午後1時15
分～ 1時25分、健康診断：午後1時30分～　

【場所】市文化センター
※入学予定児の保護者あてに、就学時健康診断通知書を
発送しています。届いていない場合は、学校教育課教育
係まで連絡ください。
問市学校教育課教育係　
☎35-1111（内線413）

全国一斉！
法務局休日相談所を開設します

　宮崎地方法務局都城支局では、「全国一斉！法務局休
日相談所」を開設します。相談は無料です。秘密は固く守
られますので、お気軽に相談ください。

【開催日】10月6日（日）
【時間】午前10時～午後4時（要予約）
【場所】都城市中央公民館大会議室
【相談内容】登記や戸籍、人権、遺言、成年後見など
【相談員】法務局職員、公証人、司法書士、土地家屋調査士、

人権擁護委員
※相談には、事前の予約が必要です。宮崎地方法務局都
城支局総務課（ 0986-22-0490）までお問い合わせくださ
い。
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お もちゃ病 院 の取 材に行ってきました 。おもちゃを 修
理 する 様 子を見ていたのですが、おもちゃドクター

は、足ら な い 部 品 を 手 作りして治 す など、そ の 技 術 に 驚
かされました 。（ 川野）

人　口 20,404人（－1人）

男性／ 9,527人（＋11人）　女性／ 10,877人（－12人）

転入／ 74人　転出／ 58人
出生／ 13人　死亡／ 30人

世帯数 8,988世帯（＋13世帯）
（平成25年9月1日現在）

E
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市民大学講座
「地球は温暖化しているか」
　市教育委員会では、市民大学公開講座を開催します。
多数の参加をお待ちしています。

【日時】10月19日（土）午前9時30分～午前11時30分［受
付］午前9時～

【会場】えびの市文化センター大研修室
【講師】鹿児島大学理学部大学院准教授　井村隆介氏
【演題】地球は温暖化しているか
【申込】参加希望の場合は、市社会教育課まで連絡くださ

い。10月1日（火）から受け付けます。
問市社会教育課（文化センター内）
☎35-2268

振興山村・過疎地域経営改善資金、
中山間地域活性化資金のご案内

　日本政策金融公庫では、振興山村、過疎地域で農林漁
業者等の行う経営改善や農林漁業の振興に必要な資金

「振興山村・過疎地域経営改善資金」と中山間地域内で生
産される農林水産物を加工・販売・提供する事業を支援す
るための、「中山間地域活性化資金」を融資します。
　これは、その地域内での所得の安定や地域の活性化を
実現するために行われるものです。
　詳しい内容は、日本政策金融公庫か宮崎県営農支援課
へご相談ください。
問宮崎県農政水産部営農支援課
☎0985-26-7131
問（株）日本政策金融公庫宮崎支店農林水産事業部
☎0985-29-6811　

ウナギの遊漁期間が
定められました

　河川での水産資源の維持増大のために宮崎県内水面漁
業協同組合連合会は、毎年10月から翌年3月までの期間、
全長25センチを超えるウナギを禁漁と定めました。これ
に伴い、川内川上流漁業協同組合は、9月1日から遊漁規
則にウナギの項目を追加しました。
　ウナギを捕ることのできるのは、次の期間のみです。

【遊漁期間】4月1日から9月30日までの期間内で組合が定
めて公表する期間内
　詳しくは、川内川上流漁業協同組合事務局まで問い合
わせください。
問川内川上流漁業協同組合事務局（市畜産農政課内）
☎35-1111（内線226）

市民図書館指定管理者募集

　市教育委員会では、平成26年４月からの市民図書館の
指定管理者を募集します。

【公募する施設の名称】えびの市民図書館
【指定管理期間】平成26年4月1日～平成31年3月31日
【応募資格】次の要件を満たす法人で、図書館法第3条に

基づく業務の経験を有するものとします。
①地方自治法施行令第167条の4の規定（一般競争入札の
参加者の資格）に該当しないこと。
②えびの市および他の自治体等から指名停止措置を受け
ていないこと。
③市税等を滞納していないこと。
④会社更生法、民事再生法等に基づく更正または再生手
続を行っていないこと。

【受付期間】10月7日（月）～ 10月23日（水）
【募集要項】募集要項は、市ホームページ（ http://www.

city.ebino.lg.jp)からダウンロードできます。窓口での募
集要項の配布は、9月24日（火）～ 10月22日（火）です。
　内容等の詳細については、えびの市民図書館指定管理
候補者募集要項で確認していただくか、市社会教育課へ
問い合わせください。
問市社会教育課（文化センター内）
☎35-2268

第22回西諸芸文連祭が行われます

　第22回西諸芸文連祭が市文化センターで行われます。
市民の皆さんの多数の来場をお待ちしています。

【日時】10月13日（日）午後1時30分～
【会場】文化センターホール
【入場料】500円
【内容】西諸地区の芸術文化活動団体から28団体が日舞

やフラダンスなどを披露します。
※チケットは、市文化センターで購入できます。
問市社会教育課（文化センター内）
☎35-2268

住宅リフォーム促進事業補助金
の後期受け付けを開始します

　市では、平成25年度え
びの市住宅リフォーム促
進事業補助金交付申請書
の後期受け付けを開始し
ます。住宅リフォームを
考えの人は、ぜひ、この
制度を活用ください。
　詳細については、市観
光商工課企業誘致・商工振興室まで問い合わせください。

【受付開始日】10月1日
問市観光商工課企業誘致・商工振興室
☎35-1111（内線333・334）

活用ください
中小企業退職金共済制度

　中小企業退職金共済制度（略称：中退共制度）は、中小
企業退職金救済法に基づき中小企業の振興と従業員の福
祉の増進を図ることを目的としています。

【中小企業退職金共済制度の内容】
○新規加入や掛金月額を増額する場合、掛金の一部を国
が助成します。
○掛金は全額非課税で、手数料もかかりません。
○従業員ごとの納付状況や退職金試算額を事業主にお知
らせします。
○退職金は、中退共から直接従業員へ支払われます。
○パートタイマーさんや家族従業員も加入できます。
問（独）勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共済事
業本部
☎03-6907-1234

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 8 月2 9 日、市 長 が10 0 歳 以 上 長
寿 者 を 訪 問 。お 祝 い の くす 玉 を 割
る四 元キクさん（ グル ープホームあ
おい［ 葵 ］）。

国民健康保険税 第3期
後期高齢者医療保険料 第3期
9月30日（月）までに納めましょう。
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オスジカの鳴き声
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写真：えびのエコミュージアムセンター付近（平成21年10月14日）周辺

ニホンジカ
Cervus nippon

偶蹄目シカ科　環境省選定「残したい “ 日本の音風景
100 選 ” えびの高原の野生シカ」

秋は、ニホンジカの恋の季節。笛を吹くような鳴き
声が風に乗って聞こえてきます。


